
国
政
府
が
世
界
規
模
で
中
国
語
教

育
・
文
化
の
普
及
を
目
指
す
教
育

施
設
「
孔
子
学
院
」
の
設
立
が
各

国
で
進
ん
で
い
る
。
中
国
語
を
文
化
外
交
の

柱
に
据
え
、
そ
の
普
及
を
通
し
て
中
国
の
影

響
力
浸
透
を
は
か
ろ
う
と
の
意
図
が
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
国
力
の
飛
躍
的
な
向
上
に
よ
る
自

信
と
誇
り
が
う
か
が
え
る
。

一
方
、
言
語
普
及
戦
略
で
は
歴
史
と
伝
統

を
も
つ
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
世
界
言
語
と
な

っ
た
英
語
と
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
か
の

模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
。
中
国
と
フ
ラ
ン
ス

と
い
う
文
化
大
国
の
言
語
普
及
戦
略
を
追
っ

て
み
た
。

東
京
・
港
区
の
駐
日
中
国
大
使
館
で
今
年

６
月
28
日
、
日
本
に
お
け
る
「
孔
子
学
院
」

第
１
号
と
し
て
「
立
命
館
孔
子
学
院
」
設
立

の
協
定
書
調
印
式
が
行
な
わ
れ
、
中
国
側
か

ら
は
王
毅
大
使
、
立
命
館
側
か
ら
川
本
八
郎

理
事
長
ら
が
出
席
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
王
毅
大
使
は
「
中
国
と
世

界
の
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
、
中
国
語
教
育

を
普
及
し
、
中
国
の
言
語
文
化
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
拠
点
が
孔
子
学
院
で
す
。
と
く

に
中
日
間
は
漢
字
文
化
で
密
接
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
こ
の
き
ず
な
を
両
国
国
民
は
大
切

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

「
立
命
館
孔
子
学
院
」
は
立
命
館
大
学
（
京

都
市
北
区
）
内
に
つ
く
ら
れ
、
今
年
10
月
か

ら
同
大
学
生
を
対
象
に
、
京
都
や
滋
賀
県
草

津
市
の
同
大
キ
ャ
ン
パ
ス
、
大
分
県
別
府
市

の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
で
中
国
語
講

座
を
開
講
。
ま
た
中
国
語
を
履
修
し
て
い
る

学
生
を
対
象
に
、
中
国
政
府
の
中
国
語
能
力

検
定
試
験
で
あ
る
「
漢
語
水
平
試
験
」（
Ｈ
Ｓ

Ｋ
）
対
策
講
座
を
開
く
。
将
来
は
社
会
人
を

対
象
に
、
大
阪
や
東
京
で
中
国
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
や
中
国
語
講
座
も
開
催
す
る
予
定
だ
。

中
国
政
府
が
孔
子
学
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

打
ち
上
げ
た
の
は
昨
年
の
こ
と
。
経
済
発
展

に
伴
っ
て
世
界
で
中
国
語
学
習
熱
が
高
ま
っ

て
い
る
の
を
受
け
、
中
国
語
普
及
を
重
点
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
今
年
１
月

に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
中
国
国
家

対
外
漢
語
教
学
領
導
弁
公
室
が
「
漢
語
橋
工

程
５
年
行
動
計
画
」（
漢
語
橋
５
カ
年
行
動
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
今
後
５
年
間
で
世
界
に

「
孔
子
学
院
」
１
０
０
校
を
設
立
し
、
現
在
、

世
界
に
２
５
０
０
万
人
い
る
中
国
語
学
習
者

を
２
０
０
７
年
ま
で
に
４
倍
の
１
億
人
に
す

る
と
い
う
。
孔
子
の
名
前
を
つ
け
た
の
は
、

優
れ
た
教
育
者
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
、
教

育
施
設
の
「
統
一
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
こ
れ

以
上
の
も
の
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

「
孔
子
学
院
」
は
単
な
る
語
学
学
校
で
は
な

く
、
中
国
語
文
化
を
教
え
る
文
化
交
流
機
関

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
国
語
教
師
の

養
成
や
中
国
語
文
化
学
術
講
座
な
ど
も
開

く
。
し
た
が
っ
て
中
国
語
を
教
え
る
対
象
も

一
般
学
生
に
限
定
せ
ず
、
将
来
、
そ
の
国
の

な
か
で
影
響
力
を
も
つ
で
あ
ろ
う
政
治
家
、

経
済
人
、
知
識
人
、
芸
術
家
を
視
野
に
置
い

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
中
国
語
教
育
を
通

遠近　6
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し
て
、
中
国
に
対
す
る
良
き
イ
メ
ー
ジ
と
理

解
を
深
め
、
親
中
派
人
脈
を
広
げ
た
い
と
の

狙
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

世
界
に
先
駆
け
て
「
孔
子
学
院
」
が
設
立

さ
れ
た
の
は
昨
年
11
月
の
韓
国
ソ
ウ
ル
で
、

北
京
言
語
大
学
と
地
元
研
究
機
関
が
組
ん

だ
。
そ
れ
と
前
後
し
て
米
国
の
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
近
郊
に
あ
る
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
は
南

開
大
学
（
天
津
市
）
と
の
間
で
設
立
協
定
を

結
ん
だ
。
こ
こ
で
は
募
集
の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な

か
っ
た
せ
い
か
、
第
１
期
の
応
募
生
徒
は
４

人
だ
け
で
、
内
訳
は
会
社
員
１
人
と
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
の
教
師
３
人
だ
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
で
協
定
の
調
印
が
終
わ
っ
た
か
、

開
校
さ
れ
る
か
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
本
格
始
動
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

注
目
さ
れ
る
の
は
進
出
に
あ
た
っ
て
中
国
側

が
い
ず
れ
も
有
利
な
条
件
を
得
て
い
る
こ
と

だ
。
「
孔
子
学
院
」
は
中
国
側
の
教
育
機
関

と
受
け
入
れ
先
の
教
育
機
関
が
組
ん
で
設
立

す
る
が
（
立
命
館
大
学
の
よ
う
に
弁
公
室
が
相

手
と
な
る
こ
と
も
あ
る
）
、
大
ま
か
に
言
う
な

ら
ば
、
現
地
の
受
け
入
れ
側
が
土
地
や
建
物

を
提
供
し
、
中
国
側
は
教
師
派
遣
と
教
材
提

供
を
受
け
持
つ
。

た
だ
「
立
命
館
孔
子
学
院
」
の
設
立
協
定

を
見
る
と
、
設
立
後
３
年
以
内
で
日
常
の
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
「
独
立
採
算
制
に
な
る

よ
う
努
力
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
採
算

が
と
れ
な
い
と
き
は
受
け
入
れ
側
が
責
任
を

も
つ
。
ま
た
教
学
設
備
と
、
そ
の
維
持
・
修

理
、
配
置
職
員
の
費
用
、
日
常
事
務
経
費
な

ど
も
受
け
入
れ
側
の
負
担
だ
。
中
国
側
は
あ

ま
り
リ
ス
ク
を
と
ら
な
く
て
す
む
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
中
国
に
と
っ
て〝
売
り

手
市
場
〞
な
の
は
、
世
界
的
な
中
国
語
学
習

ブ
ー
ム
に
あ
っ
て
、
各
国
の
教
育
機
関
は

「
孔
子
学
院
」
を
目
玉
と
し
て
誘
致
す
る
こ

と
で
知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
一
面

が
あ
る
。

た
だ
中
国
の
対
外
的
な
中
国
語
普
及
戦
略

に
あ
っ
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
中
国
国
内
に

お
け
る
漢
語
・
漢
字
研
究
の
隆
盛
で
あ
る
。

い
う
な
ら
ば
こ
の
二
つ
は
コ
イ
ン
の
表
と
裏

の
関
係
に
あ
る
。

同
じ
漢
字
文
化
圏
に
あ
る
中
国
と
日
本
を

比
べ
た
と
き
、
漢
語
・
漢
字
研
究
で
は
あ
る

時
期
ま
で
日
本
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
中
国

は
大
戦
中
は
戦
乱
に
よ
る
混
乱
、
ま
た
戦
後

は
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
漢
語
・
漢
字
研
究

は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
と
く
に
文
化
大

革
命
で
は
貴
重
な
資
料
の
破
壊
、
研
究
者
に

対
す
る
迫
害
で
研
究
は
停
滞
。
体
制
を
立
て

直
す
の
は
１
９
７
０
年
代
末
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
中
国
に
あ
っ
た
最
大
の
辞
典
は

18
世
紀
初
頭
、
清
の
康
煕
帝
の
命
で
編
纂
さ

れ
た
『
康
煕
字
典
』（
親
文
字
約
４
万
余
字
を

収
録
）
だ
っ
た
。
も
し
中
国
が
こ
れ
を
超
え

る
漢
字
辞
典
を
新
た
に
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、

１
９
５
５
年
に
編
集
さ
れ
た
日
本
の
諸
橋
轍

次
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』（
親
文
字
５
万
余
字
）

を
参
照
せ
ね
ば
不
可
能
と
い
う
の
が
漢
学
者

の
一
致
し
た
見
方
だ
っ
た
。
84
年
に
こ
の

『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
版
が
出
た
と
き
、
新

た
な
辞
典
編
纂
の
た
め
、
中
国
政
府
は
５
０

０
部
を
予
約
購
入
し
て
い
る
。
94
年
に
な
っ

て
、
中
国
は
『
漢
語
大
字
典
』（
親
文
字
６
万

字
）
と
『
漢
語
大
詞
典
』（
詞
34
万
）
と
い
う

二
つ
の
大
辞
典
を
相
次
い
で
出
し
た
。

80
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
中
国
の
漢
語
・

漢
字
研
究
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
相
次
ぐ
考
古
学
的

資
料
の
発
見
だ
。
改
革
開
放
に
伴
う
建
築
ラ

ッ
シ
ュ
で
土
が
掘
り
返
さ
れ
、
骨
に
書
か
れ

た
甲
骨
文
字
、
青
銅
器
に
彫
ら
れ
た
金
文
、

竹
簡
・
木
簡
に
書
か
れ
た
経
典
な
ど
、
紀
元

前
４
〜
３
世
紀
の
漢
字
の
一
次
資
料
が
膨
大

に
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
漢
字
研
究
は
『
史
記
』
な
ど
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編
纂
資
料
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
が
、
文
字

の
一
次
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
「
文
字
資

料
に
基
づ
く
歴
史
研
究
へ
と
漢
字
研
究
は
大

き
く
方
向
を
変
え
た
」
と
言
わ
れ
る
。
膨
大

な
一
次
資
料
を
も
つ
中
国
が
強
み
を
発
揮
す

る
の
は
当
然
で
、
京
都
大
学
の
阿c

哲
次
助

教
授
（
漢
字
研
究
）
も
「
研
究
者
の
厚
み
、

資
料
と
い
い
、
い
ま
や
漢
字
研
究
で
日
本
は

中
国
に
か
な
わ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

中
国
が
「
孔
子
学
院
」
は
単
な
る
語
学
学

校
で
は
な
く
中
国
語
文
化
を
教
え
る
と
強
調

す
る
の
も
、
こ
う
し
た
国
内
の
漢
語
・
漢
字

研
究
の
隆
盛
に
裏
づ
け
ら
れ
た
民
族
的
な
自

信
と
誇
り
が
あ
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
進
展
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
で
、
英
語
が
世
界
言

語
と
な
る
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
あ
り
方

を
模
索
す
る
試
み
が
続
い
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
外
務
省
は
今
年
６
月
１
日
か
ら

３
日
ま
で
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
「
ア
ジ
ア

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
戦
略
会
議
」
を
開
い

た
。
パ
リ
か
ら
外
務
省
国
際
協
力
開
発
総
局

（
Ｄ
Ｇ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
の
ミ
シ
ェ
ル
・
リ
ュ
モ
文
化

協
力
・
フ
ラ
ン
ス
語
部
長
、
そ
し
て
ア
ジ
ア

22
カ
国
に
展
開
す
る
フ
ラ
ン
ス
文
化
セ
ン
タ

ー
や
ア
リ
ア
ン
ス
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
な
ど
フ

ラ
ン
ス
語
教
育
機
関
の
責
任
者
、
フ
ラ
ン
ス

語
教
授
陣
の
代
表
、
そ
れ
に
各
国
の
フ
ラ
ン

ス
大
使
館
の
文
化
担
当
官
が
一
堂
に
会
し
、

ア
ジ
ア
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
広
め
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
白
熱
し
た
議
論

を
展
開
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
外
務
省
が
ア
ジ
ア
地
域
で
は
初

め
て
こ
の
種
の
会
議
を
開
い
た
の
に
は
、
そ

れ
な
り
の
背
景
と
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。

今
年
３
月
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
す
る
49

カ
国
で
つ
く
る
「
国
際
フ
ラ
ン
ス
語
圏
機
構
」

（
Ｏ
Ｉ
Ｆ
）
が
出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
フ

ラ
ン
ス
語
を
普
通
に
話
せ
る
人
は
世
界
で
１

億
１
５
０
０
万
人
。
英
語
、
中
国
語
、
ヒ
ン

デ
ィ
ー
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
。
ま
た

84
年
か
ら
94
年
ま
で
の
10
年
間
を
と
る
と
、

84
年
は
１
０
０
人
中
７
人
が
フ
ラ
ン
ス
語
が

話
せ
た
の
に
94
年
に
は
６
人
に
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
状
況
は
も
っ
と
悪
い
。
か
つ
て

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
イ
ン

ド
シ
ナ
三
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
旧
植
民
地

と
し
て
あ
る
時
期
ま
で
フ
ラ
ン
ス
語
が
力
を

も
っ
て
い
た
が
、
い
ま
で
は
英
語
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
統
計

（
１
９
９
０
年
）
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
地
域
で

フ
ラ
ン
ス
語
を
普
通
に
話
せ
る
の
は
13
万
６

０
０
０
人
で
、
人
口
割
合
で
は
１
０
０
０
人

に
対
し
て
わ
ず
か
１
人
。
世
界
の
ど
の
地
域

と
比
べ
て
も
最
低
で
、
こ
う
し
た
な
か
、
会

議
を
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
普

及
の
跳
躍
台
に
し
よ
う
と
の
狙
い
が
あ
っ
た
。

会
議
を
主
催
し
た
リ
ュ
モ
部
長
は
会
議
の

最
終
日
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
英
語
は
い
ま

や
世
界
共
通
語
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス

は
英
語
と
影
響
力
を
競
争
し
合
う
よ
う
な
時

代
遅
れ
の
こ
と
を
す
べ
き
で
な
い
」「
こ
れ
か

ら
の
フ
ラ
ン
ス
語
戦
略
は
、
例
え
ば
旧
植
民

地
だ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
公
用

語
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

で
は
な
く
、
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
知
識
獲
得
の
ツ
ー
ル
と
し
て
今
日
、
英
語

を
学
ん
で
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学

ぶ
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
で
あ
る
」

フ
ラ
ン
ス
語
を
普
及
し
、
フ
ラ
ン
ス
文
化

を
知
ら
し
め
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
敬
愛

を
醸
成
し
て
い
く
の
が
伝
統
的
な
フ
ラ
ン
ス

の
言
語
戦
略
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ

こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
フ
ラ
ン
ス
の
文

学
、
哲
学
、
芸
術
を
学
ぶ
こ
と
、
突
き
詰
め

る
な
ら
フ
ラ
ン
ス
精
神
を
学
ぶ
こ
と
と
同
義

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
研

究
そ
の
も
の
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か
な
く

遠近　6
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て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
知
識
獲
得
の
実
践
的
な
ツ

ー
ル
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
位

置
づ
け
て
い
く
と
の
表
明
だ
っ

た
。こ

れ
を
踏
ま
え
、
画
一
的

な
普
及
政
策
を
改
め
る
こ
と
も

会
議
で
決
ま
っ
た
。
ア
ジ
ア
を

北
東
ア
ジ
ア
（
日
本
、
韓
国
、

中
国
）
、
東
南
ア
ジ
ア
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
シ
ナ

三
国
な
ど
）
、
南
ア
ジ
ア
（
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
そ
の
近
隣

国
）
の
３
地
域
に
分
け
、
各
地

域
内
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
セ
ン
タ

ー
の
相
互
協
力
と
自
主
性
を

強
化
し
、
そ
の
地
域
に
あ
っ

た
言
語
普
及
政
策
を
追
求
す

る
。
こ
れ
ま
で
パ
リ
が
一
元
的

に
決
め
て
い
た
政
策
を
、
よ
り

そ
の
地
域
に
即
し
た
も
の
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

世
界
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
で
組
織
す
る
国

際
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
者
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
Ｆ
）

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

言
語
政
策
に
投
入
で
き
る
財
政
資
源
が
限
ら

れ
る
な
か
で
、
世
界
に
散
ら
ば
る
外
国
人
の

教
師
を
フ
ラ
ン
ス
語
普
及
の
重
要
な
手
足
と

し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
の
狙
い
だ
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
普
及
を
フ
ラ
ン
ス
の
影
響

力
増
大
と
直
接
結
び
つ
け
る
考
え
は
、
戦
後

も
長
い
間
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
た
。
あ
る
フ
ラ

ン
ス
の
言
語
社
会
学
者
は
「
ド
ゴ
ー
ル
大
統

領
の
フ
ラ
ン
ス
至
上
主
義
は
、
戦
後
の
フ
ラ

ン
ス
語
戦
略
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
と

指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
音
頭
を

と
っ
て
84
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｏ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
。

Ｏ
Ｉ
Ｆ
の
目
的
と
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
語
を

共
有
す
る
国
同
士
の
政
治
連
帯
と
相
互
協
力

を
推
進
す
る
」
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
こ

こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
一
国
で
は
も
は
や
英
語
支

配
に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
フ
ラ
ン

ス
政
府
の
認
識
が
あ
っ
た
。
た
だ
一
方
で
、

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
習
得
を
フ
ラ
ン
ス
文
化

に
一
元
的
に
結
び
つ
け
、
フ
ラ
ン
ス
に
対
す

る
敬
愛
の
念
を
醸
成
さ
せ
る
と
い
う
伝
統
的

な
言
語
普
及
戦
略
の
変
質
を
招
来
す
る
こ
と

に
も
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
い
う
広
い
対
象
を
も
つ

こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
の

占
有
物
で
は
な
く
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の

人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
、

フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
情
報
、
知
識
を
得
る
手
段

と
し
て
、
よ
り
相
対
化
さ
れ
た
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
言
語
勢
力
圏
の
考
え
方
の
放
棄
で

も
あ
っ
た
。
こ
の
延
長
線
上
に
、
今
年
６
月

の
バ
ン
コ
ク
会
議
の
総
括
は
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
98
年
、
対
外
協
力
・
フ
ラ

ン
ス
語
圏
省
を
外
務
省
に
統
合
し
、
対
外
文

化
政
策
を
一
本
化
し
た
。
さ
ら
に
よ
り
強
力

な
対
外
文
化
政
策
が
推
進
で
き
る
よ
う
に
省

内
に
Ｄ
Ｇ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
を
設
け
た
。
バ
ン
コ
ク
会
議

を
主
催
し
た
の
は
こ
の
Ｄ
Ｇ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
だ
っ
た
。

90
年
代
に
入
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
言
語
多

元
主
義
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
が
国
際
政
治
で
主
張
し
て
い
る
「
一
極

支
配
を
排
し
た
多
極
化
構
造
の
世
界
」
と
相

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
文
化
の
多
様
性

を
保
証
す
る
た
め
に
は
言
語
が
多
元
的
に
共

存
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
だ
。

そ
の
多
元
的
な
言
語
世
界
の
ひ
と
つ
に
フ

ラ
ン
ス
語
圏
を
想
定
し
、
そ
こ
に
拠
り
な
が

ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
確
保
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。
来
年
に
は
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に

対
抗
し
た
、
ニ
ュ
ー
ス
専
門
テ
レ
ビ
局
の
フ

ラ
ン
ス
版
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
誕
生
す
る
。
か
つ
て
の

よ
う
に
英
語
と
覇
を
競
い
合
う
こ
と
は
し
な

い
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
空
間
は
守
り
、
主
張
す

る
。
言
語
に
対
す
る
姿
勢
は
基
本
的
な
と
こ

ろ
で
変
化
は
な
い
。a
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